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1『食育推進計画』の策定支援のご案内

①関連する統計データや最新の事例を収集します

名称 意味

エシカル消費 人や社会、環境に配慮した消費行動のこと。直訳で「倫理的消費」。

カーボン
ニュートラル

何らかの生産活動を行う際に、二酸化炭素の排出量と吸収量の差し引きがゼロであ
るという概念。二酸化炭素の排出が「全体としてゼロ」の状態を意味する。

食品残さ 食品由来のごみのこと。飲食店の料理の残りや賞味期限切れの食品などが該当。

＜社会・環境・文化の視点＞
持続可能な食を支える

食育の推進

＜国民の健康の視点＞
生涯を通じた心身の健康を支

える食育の推進

＜横断的な視点＞
新たな日常やデジタル化に対

応した食育の推進

連携

•第3次食育推進計画の終了に伴い、令和3年度から令和7年度を期間とする第4次食育推進計画が策定されます。第4次食育推進計画では3つの重点事項を軸に、
健康促進と社会環境および文化保護の観点から食育を推進する取り組みを定めています。

＜国民の健康の視点＞
・子どもの基本的な生活習慣の形成
・「健康日本21」の推進等、健全な食生
活につながる食育の推進
・フードバンク等と連携した子どもの食事・栄
養状態の確保
・子ども食堂等を含むNPOへの支援

各種調査・意見把握
●アンケート調査（一般住民／子ども ）
●ヒアリング（関係団体の意見把握）
●市民ワークショップ

現状分析
●現行施策の把握・評価、庁内ヒアリング
●国・県等関連計画等整理
●関連統計データ分析、事例収集

計画書案の作成
●基本方針の作成
（基本理念、重点施策、施策体系等）
●計画素案の作成
（具体的施策、数値目標、推進体制 等）
●パブリックコメント支援
●計画書・概要版の印刷製本

＜社会・環境・文化の視点＞
・食品ロス削減推進法に基づく食品ロス削
減の推進
・食の関心を深めるための農林漁業体験
活動の促進
・学校給食等で地域の郷土料理の歴史、
食材を学ぶ取り組みの推進

•弊社は国の方針を踏まえ、主に下記の内容により現状分析から計画書作成までトータルにサポートいたします。

＜横断的な視点＞
・ICT等のデジタル技術を活用した効果的な情報発信
・「全国食育推進ネットワーク」を活用した食育活動や事例の情報共有

●国が設定する目標を参考に、現状分析
とアンケート調査の結果から、計画の目標
値を検討します。

●計画書はイラストを豊富に使用し、若い
世代から大人まで親しみやすいデザインで
企画・作成を行います。

●国が実施している意識調査の分析や、
全国食育推進ネットワークなどから事例
収集を行い、計画策定の資料とします。
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関連する主な取り組み

第4次食育推進計画の重点事項

②適切で効果的なアンケート調査・意見把握を実施します

●アンケート調査の回答方法を紙の調査
票およびWebの併用とし、幅広い世代の
回収率を高めます。

③自治体に合わせた計画内容をご提案します

計画策定支援の主なメニュー

食育ピクトグラムの導入

食育推進のための『食育
ピクトグラム』が国により
作成されました。
ピクトグラムは食育の取り
組みをイラストでわかりや
すく表現したものであり、
食育の啓発と普及を目
的とした利用が可能と
なっています。


